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母親の主体的生き方に関する一考察
一家庭で乳幼児を育てる母親への子育て支援の課題一
榎田二三子
はじめに
1989年の合計特殊出生率が、丙午の年よりも下がった「1.57ショック」を契機に、 1994年「今
後の子育て支援のための施策の基本方向について」が策定され、エンゼルプランが組まれ少子化
対策が本格的に施策された。しかしこの施策は、子育てと仕事の両立支援に主軸をおいたもので
あり、家庭で子育てをしている親と子への支援はごくわずかであった。
1990年代から「子育てはつらい」という声が母親から聞こえ始め、母親たちの切実な思いが書
かれた本も出版された。また少年による凶悪犯罪が多発し、生きる力を育てることや家庭での教
育の大切さが、強調され始められるようになった。そして、 1999年新エンゼルプランでは、地域
で子育てをする家庭への支援にも重きをおかれるようになった。これまでの調査により、育児不
安を感じるのは専業主婦の方が多いという事実から、家庭で子どもが育つ場合にも援助が必要で
あると考えられるようになったのである。しかし少子化に歯止めはかからず、 2003年には、晩婚
化による未婚率の上昇による少子化だけでなく、結婚した夫婦の出産児数の低下も明らかになり、
厚生労働省は次世代育成支援対策推進法を平成 17年から 10年の時限立法として施行することと
した。また平成 17年からは児童福祉法の対象が要保護児童だけでなくすべての子どもを対象とす
るように法改正されることとなった。
近年の子育て支援では、親を支援することの意義が認められ、居場所づくりや仲間づくりのた
めのひろば事業に厚生労働省も力を入れ、地方自治体だけではなく特定非営利団体 (NPO) の主
催も増えている。しかし一方では、行政や地域が子育て支援に力を入れることで、母親たちがそ
れを頼り、母親たちの自主的活動の弱体化を問題として指摘する向きもある。
筆者のこれまでの調査では、子育てはつらいこともうれしいこともあるアンビバレントな感情
を伴うものであること、母親がつらいと感じる状況には、子育てだけではなく、自分の生き方の
についての問題が隠されていること、これまで子育てをしている母親は母親としての役割をにな
うことを主として期待され、子育て支援も行われていたが、母親だけでなく個として地域住民と
してなど複数のアイデンテイティが統合され、主体的に生きることが出来るような子育て支援が
必要であることがわかった。
この段階では、主体的生き方とはどのようなものを指すのか、明確に規定しないまま主体的と
いう言葉を筆者は使用していた。現在子どもの主体的学習などについての研究はみられるが、親
の主体性や主体的生き方についての文献は、ほとんどない。心理学分野では、アイデンテイティ
の研究として取り上げられている。日本発達心理学会における自主シンポジウムでも、主体的な
生き方が規定されないまま「生き生きとした」とか「外へ向かっていく」などという漠然とした
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共通理解のもと進めているのが現状である。
本研究では、 2000年に筆者が行った「母親の生活と意識に関する調査」を吉田民人の主体性理
論を手がかりに再検討し、親役割の受容意識と母親が主体的に生きにくい状況を明らかにする。
そして、これまで漠然ととらえられていた主体的生き方をとらえる視点を明確にし、母親の育児
期の主体的生き方についての提言をすることを目的とする。
1.研究方法と対象
親役割の受容意識の実態を把握するため、 2000年7月～8月に実施した乳幼児を家庭で育てる母親
の生活と意識を把握するための質問紙による調査を使用し、検討する。
調査項目は、①「うれしかったこと」 「つらいこと」 「今したいこと、望んでいること」 「下の子どもが小
学生になったころの生活」という質問に対して、自由記述で回答 ②子育て支援の場に参加しての意識
に関する質問 ③母親自身の親になっての意識を把握するため、親になって地域で生活しどのような点が
変わったり成長したと感じているのか自由記述で回答を求めた。またそれと合わせて、小嶋の養護性の研
究 1)から、養護性の中心をなす「赤ん坊・子どもへの興味」、「子どもをうまく扱える自信」、「積極的な養
護的役割の受容」という3分野から、乳幼児を育てている母親に合う項目を6項目取り上げた。また、若松・
柏木の研究から「親になる」ことによる成長発達の次元（柔軟さ、自己抑制、視野の広がり、運命・信仰・
伝統の受容、生きがい、存在感・自己の強さ） 2)から、 12項目とりあげ、 4段階評定を求めた。なお自由
記述についての分類は、 KJ法を用いて分類した。
本論では、①の「今したいこと、望んでいること」と③母親自身の親になっての意識についての調査結
果を取り上げ、親役割の受容意識と母親の主体的生き方について検討する。
対象は、埼玉県A市に住み、主として0歳から3歳の乳幼児を家庭で育てている母親である。市の保
健センター主催による乳幼児健康相談、児童館主催の幼児グループ、親子で遊ぶ会、公民館における乳
児を育てる母親のための講座や子育てサロン、公民館・児童館で活動する自主グループにおいて、調査
票を配布した。調査票配布数 264、調査票回収数 182（回収率 68.9%）うち有効回答数 178で
あった。その場で記入可能な場合は記入してもらい、不可能な場合は自宅で記入後、筆者に郵送してもら
う方法で回収した。
対象者の属性等は、表 1から表5のとおりである。
2.結果
1)親の成長の様子
A. 自分が「変わったと思う点・成長したと思う点」について
自分が「変わったと思う点・成長したと思う点」について自由記述で回答を求めたところ、変
わったと思う点や成長したと思う点があるものが67％いるが、無回答、わからない、変わったと
思う点や成長したと思う点がないものが合わせて 33％いる。
自分が「変わったと思う点・成長したと思う点」についての自由記述を分類した結果、表6の
ような結果になった。親の個に関連する内容が、 34%、親という役割に関連する内容が31%、地
域社会に関連する内容が35％であった。（表6)
B. 養護性及び親になる事への成長•発達について（表 7)
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養護性及び親になる事への成長・発達の次元に関する問いに対しての回答結果は、表7のとお
りである。「赤ん坊・子どもへの興味•関心」「自己抑制」「生きがい・存在感」「子どもを上手く
扱える自信」は、 80~ 90％の高い割合で肯定されている。それに対して、「運命・信仰・伝統の
受容」は約 50%、「積極的な養護的役割の受容」「柔軟さ」「視野の広がり」は 60％台である。ま
た「自己の強さ」は設問によって回答に差が大きい。
2)「今したいこと・望んでいること」について
母親に「今したいこと・望んでいること」を自由記述で尋ねたところ、したいことがある者は
88%、したいことなしと考えたことなしが各 1%、無回答 10％あった。その内容を詳しくみると、
自己実現や個としての自由、時間的余裕など、母親自身の生き方に関連する内容が60％となって
いる（表8)。
表 1 母親の年齢 表2 母親の職業の有無
年齢 人数 ％ 人数 ％ 
~19歳
゜
0% なし 155 87% 
20~24歳 6 3% あり 22 12% 
25~29歳 48 27% 無回答 1 1% 
30~34歳 63 35% 合計 178 100% 
35~39歳 32 18% 
40~44歳 6 3% 
45歳～ 1 1% 
無回答 22 12% 
合計 178 100% 
表3 子どもの人数 表4 子どもの年齢（複数回答）
人数 ％ 年齢 人数 ％ 
1人 117 66% 0歳 51 29% 
2人 48 27% 1歳 69 39% 
3人 12 7% 2歳 40 22% 
4人 1 1% 3歳 30 17% 
無回答
゜
0% 4歳 15 8% 
合計 178 100% 5~9歳 28 16% 
10歳～ 7 4% 
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表5 結婚年数
年数 人数 ％ 
~1年未満 0% 
1~3年未満 47 26% 
3~5年未満 54 30% 
5~10年未満 55 31% 
10年～ 19 11% 
無回答 3 2% 
合計 178 100% 
表6「変わったこと成長したこと」の内容
項目 人数 ％ 具体的記述
自己関連 柔軟さ 5 人に対して丸くなった、完璧でなくなったなど
余裕 5 落ち着いた、あたたかい気持ちになった、気持ちが楽になったなど
協調性 2 協調性が出てきたなど
積極性 11 自分の考えを発言できるようになった、仲間に・場へ入っていくなど
他者への思いやり 8 やさしくなった、人のことを考えて行動するようになるなど
自己反省 5 子どもに教えられるなど
価値観 価値観や生き方が変わった、自分の価値観を信頼するようになった
生き方 自分の考え方を変えようと思うようになった、考え方の多様性の受容
多様性の受容 13 など
その他 5 まめになった、怒りっぼくなった、我慢強くなった
小計 54 34 
親関連 親役割の自覚 19 責任感を持つようになった、自分が見本にならなくてはと思うなど
子ども理解 5 ケンカはお互い様だと思える、成長のひとつと捉えられるなど
多児への 19 どの子もかわいい、他の子に目がいく・声をかける
養護性 他の子に優しく接するなど
親役割への共感 7 親の気持ちの理解、親を思う気持ち・感謝が増すなど
小計 50 31 
地域社会関連 視野の広がり 21 環境への興味•関心、公衆道徳、政治への関心など
弱者の視点の獲得 12 地域を子どもの視点で見る、弱者の視点・気配りなど
地域社会とのの連帯 24 地域社会・近所とのつながりが増加、地域社会への参加など
小計 57 35 
合計 161 100 
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表7 養護性及び親になることの成長•発達
項 目 1人数 ％ 項目 人数 1 ％ 
3-2a （赤ん坊・子どもへの興味•関心） 3-2j（自己抑制）
子どもの心の動きに Iそうは思わない 3 2 自分の欲しい物が そうは思わない 18 10 
興味がある そう思う 173 97 我慢できるように そう思う 159 89 
無回答 2 1 なった 無回答 1 1 
合計 178 100 合計 178 100 
3-2b （赤ん坊·子どもへの興味•関心） 3-2k（視野の広がり）
幼児の姿をつい目で そうは思わない 10 6 日本や世界の将来に そうは思わない 66 37 
追っていることがあ そう思う 168 94 ついて考えるように そう思う 111 62 
る 無回答
゜゜
なった 無回答 1 1 
合計 178 100 合計 178 100 
3-2c（子どもをうまく扱える自信・逆転項目） 3-21 （視野の広がり）
小さい子どもの相手 そう思う 38 21 環境問題に関心が そうは思わない 19 11 
は苦手である そうは思わない 140 79 増した そう思う 159 89 
無回答
゜゜
無回答
゜゜合計 178 100 合計 178 100 
3-2d（子どもをうまく扱える自信） 3-2m（運命・信仰・伝統の受容）
子どもっておもしろ |そうは思わない 6 3 物事を運命だと受け そうは思わない 81 46 
い存在だと思う そう思う 171 96 入れるようになった そう思う 96 63 
無回答 1 1 無回答 2 1 
合計 178 100 合計 178 100 
3-2e（積極的な養護的役割の受容） 3-2n（運命・信仰・伝統の受容）
将来子どもをうまく そうは思わない 62 35 運や巡り合わせを そうは思わない 87 49 
育てられるか心配で そう思う 115 64 考えるようになった そう思う 90 50 
ある 無回答 1 1 無回答 1 1 
合計 178 100 合計 178 100 
3-2f（積極的な養護的役割の受容） 3-20（生きがい・存在感）
将来我が子に慕われ そうは思わない 53 30 生きている張りが そうは思わない 24 13 
る親になれる気が そう思う 119 67 増した そう思う 154 87 
する 無回答 6 3 無回答
゜゜合計 178 100 合計 178 100 
3-2g（柔軟さ） 3-2p （生きがい・存在感）
角がとれて丸くなっ |そうは思わない 53 30 長生きしなげればと そうは思わない 38 21 
た そう思う 119 67 思うようになった そう思う 140 79 
無回答 6 3 無回答
゜゜合計 178 100 合計 178 100 
3-2h（柔軟さ） 3-2q（自己の強さ）
考えが柔軟になった Iそうは思わない 53 30 多少他の人と摩擦が そうは思わない 118 66 
そう思う 119 67 あっても自分の主義 そう思う 60 34 
無回答 6 3 は通すようになった 無回答
゜゜合計 178 100 合計 178 100 
3-2i（自己抑制） 3-2r（自己の強さ）
他人の迷惑にならな そうは思わない 18 10 自分の立場や考えは そうは思わない 51 29 
vヽよう心がけ~るよう そう思う 160 90 ちゃんと主張しなければと そう思う 126 70 
になった 無回答
゜゜
思うようになった 無回答 1 1 
合計 178 100 合計 178 100 
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表8 「今したいこと・望んでいること」の内容
項目 人数 ％ 
家事関連 経済的余裕・貯金 2 
住環境の改善（持ち家・便利なところへの引っ越し） 4 
家族の健康・幸せ 8 
ゆとりある生活 1 
安定した生活 1 
小計 16 8 
家族関連 家族 家族と旅行・外食 11 
一緒に3度の食事 1 
家族でゆっくり過ごす 1 
夫 夫の協力を希望 6 
夫とスキンシップ 1 
夫との外出 2 
両親 別居（姑と離れたい） 3 
実家の近くへの居住 1 
小計 26 14 
地域生活関連 地域の人•他の母親との交流 4 
公園・集まれる場が欲しい 2 
職場が近くにあるといい 1 
託児所（子どもを預かって欲しい） 3 
小計 10 5 
育児・子ども関連 子どもの発達の進み（排泄・言葉） 2 
子どもの成長（元気・楽しく） 4 
子どもの育つ環境づくり 3 
小計 ， 5 
育児・自分関連 妊娠希望 6 
安産への祈り 3 
子育てを楽しむ（一緒に遊ぶ） 2 
子育て終了希望 3 
気分のムラを直したい 1 
小計 15 8 
生き方関連 自己実現 趣味・講座の受講 17 
学校への入学希望（資格取得） 2 
就労 23 
ボランティア活動 3 
自分の夢探し 1 
個としての 自分の時間が欲しい 17 
自由 一人になりたい 8 
自由が欲しい 1 
旅行・買い物・遊ぴたい 19 
脱日常 1 
友人との交流 友人と遊ぶ・食事・話す ， 
時間的余裕 寝たい 6 
ゆっくりお風呂・ご飯 1 
楽しく暮らしたい 1 
時間的余裕を希望 5 
小計 113 60 
合計 189 100 
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1)親役割の受容と主体的生き方
母親の主体的生き方に関する一考察（榎田）
母親たちは、親役割を受容しながら、主体的に生きることができているのだろうか。 67％の母
親が親になって変わったことや成長したことを肯定的にとらえている。一方33％の母親はそのよ
うな感じを持たずにいることに注目しなくてはいけないだろう。 3人に 1人が、変わったことや
成長したことを述べられないという事実は、大きな問題と考えてよいのではないだろうか。
また、養護性及び親になる事への成長•発達の次元に関する問いに対しての回答で、「赤ん坊・
子どもへの興味•関心」「自己抑制」「生きがい・存在感」「子どもを上手く扱える自信」は、高い
割合で肯定されているのに対して、「運命・信仰・伝統の受容」「積極的な養護的役割の受容」「柔
軟さ」「視野の広がり」がそれより低い。これらの項目は、親になって変わったことや成長したこ
ととして自由記述で述べられているものと重なる内容のものであるが、親役割を受容する面がや
や弱いと読みとれる。
約70％の母親が親になっての変化・成長をとらえ、同様の割合で養護性や親になることの成長・
発達を感じているが、「今したいこと・望んでいること」への自由記述では、回答の 60％が自分
の生き方に関連するものである。個別に回答を見ると、養護性が高く、親役割を受容していても、
自由な時間が欲しいと思い、仕事や専門学校などへ行きたいと思っている。このように親役割の
受容及び親としての成長と自己実現や個としての成長とのかねあいの困難さが見られる。専業主
婦として一人で子育てを担う母親の場合、母親が個として主体的に生きにくい状況が推察される。
2)主体性の定義一吉田民人の定義から一
では、主体的に生きるとはどのような状況を指して言うのであろうか。
広辞苑によれば、主体性とは「主体となって働くこと。対象に対して働きを及ぽすこと。自
発的能動性。実践的であること。」3) とある。また主体的とは、「①ある活動や思考などをなす時、
その主体となって働きかける様。他のものによって導かれるのでなく、自己の純粋な立場にお
いて行うさま。能動的。②主観的に同じ」 3) とあり、主体性が表されている有様であるととら
えられる。しかし、「主体となって働くこと」というのが、実際の生活上では、どのようなも
のであるのか、広辞苑の定義では、今ひとつ理解しにくい。そこで本論では、主体性に関する
理論の一つとして、吉田民人の主体性理論を手がかりにし検討していく。
吉田は著書「主体性と所有構造の理論』の中で、「〈主体〉が実存的概念であるのに対して、〈主
体性〉は機能的概念として構成され」 4) るとしている。そして主体性を「自らとその外界とを
表示・制御する情報＝メタ形相を、自ら創発して自ら選択するという対自的存在様式」 5) と定
義している。また人間存在について「人間個体と人間社会の存在、すなわち個体的・社会的な
人間存在とは、この主体的な対自存在一これを〈主体存在〉と名づけよう一の進化の頂点に位
置するものであり、それはやはり情報形態と情報選択の進化段階に対応して〈シンボル（こと
に言語）情報の創発（すなわち自由発想）とその（ことに事前の）主体選択〉なる対自存在様
式を特徴としている」 5) と述べ、「人間レヴェルの主体性の重要な構成要素として意思決定」を
挙げている。これらから、主体性のキーワードして「自由発想」と「主体選択（意思決定）」
が読みとれるであろう。
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3)「自由発想」ができない生活
子どもを育てる親は、子育てという生活の中で主体性を持つことができるのだろうか。主体性
を持ちにくいのであれば、キーワードである「自由発想」と「主体選択（意思決定）」が成立しに
くいのは、どのような状況におかれているからであろうか。
吉田は、「自由発想」について「〈自由発想〉というシンボル性の情報発想は心象的なものと言
語的なものとに 2分される」6) とし、言語的情報発想が自由発想の中核をなしているとのべている。
しかし、自由発想のもてる状況や条件については、述べてられていない。
自由発想（情報の創発）にどのような状況が必要であるのか考える手がかりとして、「対話が生
まれる状況」 7) を取り上げたいと思う。大江健三郎は、経済学者の隅谷三喜男との対談集の「読
むことの意味ー主体・対話・飛躍ー」という段落で、映像を見ることと本を読むことを比較し、
主体を再建することに関連して次のように述べている。「目の前で動いていくものにたいしてただ
乗っかっていく文化受容と、自分の精神が主体的に動いて、とまったり、深く入ったり、飛んだ
りもする、飛躍したりもする文化受容。」7) と述べ、後者の文化受容（本を読むこと）について「自
分との間に対話が行われる」7) と言いかえている。
では、親ー特に家庭で子どもの育てている母親ーは、「自分との間に対話が行われる」すなわち
自分の精神が主体的に働くような生活を持ちうるのだろうか。またどのような持てない状況にお
かれているのだろうか。まず「自分一人になれる時間がない」ことが挙げられる。前述の調査に
おいて、現在の生活でつらいことはなにか、又したいことや望んでいることは何かという問いに
対して、「24時間、毎日子どもと一緒なので辛い」、「自分だけの時間が欲しい」、「一人の時間、
ゆっくりと買い物、本を読みたい」など、自分一人の時間が確保できない状況が述べられていた。
また、ある母親は、今したいことや望んでいることという質問に対して、「子育てで手いっばいで、
考えたこともない」とそのようなことを思いめぐらす余裕の無さを答えている。子どもと 365日
24時間一緒の生活では、たとえ子どもが寝た時間に自分の時間が持てても、子どもによって不本
意に中断されることが多い。そのような状況では、自分の生き方や現在の生活について考え、情
報を集めたり、自分と対話する時間は持ちにくい。
また私たちは他者との関わりの中で自分というものを知り、形作っていく。ところが自分との
対話以前に、他者との出会いも持てない母親がいる。調査では、「同じくらいの子を持った人と友
達になりたい」「友達とゆっくり食事をしながら話したい」「夫と二人の時間がもてない」「大人と
の会話ができない」と述べている。
このように家庭で子どもを育てている母親の場合、自分づくりとなる他者との出会いもなく、
自由に思いめぐらす自分との対話の時空間もない生活状況に置かれている。
4)主体性の諸相
母親たちのつらい状況は、自由発想という主体性の主要な部分が実行しがたいというだけでは
なく、親という立場の主体性のあり方から生ずる問題もあると考えられる。
吉田は、主体性の諸相として、「当体的主体性、脱当体的主体性、複合的主体性」を挙げている。
当体的主体性は、「一定の自己組織システムが、当該のシステム自体の機能的要件に準拠して主体
選択を営む場合」であり、脱当体的主体性は、「一定の自己組織システムが、当該のシステム自体
の機能的要件ではなく、その内外の同位主体、上位主体ないし下位主体の機能的要件準拠して主
体選択を営む場合」であり、複合的主体性は「一定の自己組織システムが当体的主体性と脱当体
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体的主体性を共存させる場合」 8) と説明している。そして、脱当体的主体性の例として挙げられ
てるのが、「母親がわが子の欲求（機能的要件）に準拠して主体選択する場合」8)である。
5)母親の脱当主体的主体性の様子
子どもは、母親を自分が主体性を発揮する拠り所として育っていくため、子どもを育てる母親は、
子どもの欲求に沿って生活することを強いられる部分がある。母親のつらい状況は、当体的主体
性ではなく脱当体的主体性で過ごさねばならない毎日の生活から生じてくる。母親たちの「自分
だけの時間が欲しい」という声は、当体的主体性を発揮する時空間を持てないということでもある。
前述の調査では、「風邪をひいても寝られない」、「公園へ連れ出される」、「具合が悪くても病院
へ行けない」など母親たちの脱当体的主体性を取らざるを得ない生活の状況が述べられている。
母親は、子どもとの関係で脱当体的主体性を取らざるを得ない状況になるだけでなく、親の介護
や看病など、自分の親との関係においても脱当体的主体性の生活になっている。「自分らしくいき
たい」と思う母親の声は、このような現実の生活から生じている。しかし、母親たちが「親にな
って変わったこと成長したこと」で肯定的に挙げているものは、脱当主体的生活の中で培われた
ものであることも事実である。
主体性のキーワードとして取り上げた「主体選択（意思決定）」は、脱当主体的主体性という生
活をする部分の多い母親にとって、どのような状況に置かれているのかが問題となる。
4.母親の主体的生き方の可能性
1)援助者の主体性
援助者を「他者が主体的に生きることを援助する人」と定義するならば、看護師・保育士・介
護福祉士など仕事として援助者の役割を担う人、ボランティアで行う人、看病・育児・介護を行
う家族などが挙げられる。他者が主体的に生きることを援助する援助者の主体的生き方は可能で
あるだろうかと考えたとき、仕事やボランティアとして援助を行う者は、「自由発想」と「主体選
択（意思決定）」に基づいた行動であり、主体性の発揮と考えることができる。
問題は、家族であることで看病・育児・介護を行う者の「自由発想」と「主体選択（意思決定）」
がどのように成立しうるだろうかということであろう。「自由発想」と「主体選択（意思決定）」
が成立しないまま援助者の役割を引き受けざるを得ない場合には、その役割を担うことによって、
援助者のつらさは生じやすくなるであろう。
2)子育てにおける親の主体性の複雑さ
子育てにおける親の主体性の問題を取り上げる時、 2つの段階に分けて考えたいと考える。
まず第一は、妊娠期に子どもが生まれるということを、どのように主体的に受けとめるかとい
うことである。妊娠するということは、ある程度人間のコントロール下に置かれるようになったが、
それでも妊娠するかどうかということは、自分の意思とは関係なく生じてくる。自分の意思決定
によらない部分のある妊娠をどのように考えるか。大日向は、妊娠に対する意識と母性の関係を
調査した「母性の発達と妊娠に対する心理的な構えとの関連性について」の研究で、「妊娠を受容
する姿勢として問題とすべきことは、母親になることがたんに嬉しいか嫌かではなく、それをど
こまで自分自身の問題として自らに問う姿勢があるかが重要である」9)と述べている。援助者と
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しての主体性を確立し、子どもとの生活を自分自身の生活と重なるものとして受容し、親という
援助者の役割を取っていくためには、親役割を担うことについての「自由発想」と「主体選択（意
思決定）」が欠かせないことであろう。
第二には、子どもが生まれ、子育てという生活が始まってからである。子育て一特に乳幼児期
ーにおいては、前述したように、親は当体的主体性ではなく、子どもの主体性によって援助する
脱当体的主体性で生活することを求められる。しかし、この脱当体的主体性の生活において、親
の主体的生き方が求められる。
鯨岡は、「母と子のあいだ 初期コミュニケーションの発達」の「初期母子関係における間主観
性の領域」において、赤ちゃんとのコミュニケーションにおける母親の主体性の必要について述
べている。赤ちゃんがあくびをしたり、ものをじっと見つめているなどの、「赤ん坊の力動的状態
全体を通して、眠たさやガラガラヘの赤ん坊の指向を感じ取っていたに違いない」 10) と分析して
いる。そして母親が、子どもとの関わりの中で、子どもからのメッセージを読みとる時、「母親が
いまとこの場を切り取るその切り取り方とでも言おうか、あるいは彼女がいまこの瞬間に世界を
開示するその開示の仕方とでも言ったらいいのか、要するに母親自身の主体性がそこに大きく関
わってくる」 11)のであり、「主体としての「いま、ここ」の生き方」 11)が母親が子どもの気持ち
を間主観的に把握するときの条件になっているとしている。子どもの力動的状態から母親は行動
する、その仕方の違いは、「母親がそこで何を願っていたか、その願いを背景にしてそこで何を感
じ取っていたかという母親の主体的、主観的側面、あるいは子どもの様子についての間主観的な
把握という側面」12)を考慮せざるをえないと述べ、「母親の主体的側面の一つが母親のその場での
心的傾倒性」12)であるとしている。心的傾倒性、つまり身体がここにあるだけではなく、心が子
どもとともに生活するいまここでの生活にあり、子どもの育ちへの願いをもち、子どもの気持ち
を読みとろうとすることであろう。
このように、子育てという生活においては、脱当体的主体性の生活を主体的に生きることが求
められという複雑さがある。前述の調査での「親になって変わったこと成長したこと」の肯定的
な意識は、脱当体的主体性の生活を主体的に生きる姿勢によって得られものであり、問題は、変
化や成長を感じられないと述べている母親であろう。
3)子育て終了を待つ親
子どもを育てるときには、脱当体的主体性を主体的に生きるという生き方が求められるが、そ
れがたやすくできる人もいれば、困難さや大変さを感じる人もいる。たやすくできる人は、母親
役割や専業主婦という自分の生き方の中で楽しみを見つけている。
しかし一方では、子育てが終わることや子どもを預けて働くことなどを求めている母親もいる。
調査対象者は、子育ての長い道のりからすれば、子育てが始まったばかりといえる 0歳から 3歳
の未就園児を育てている母親である。そのような母親が、「子どもがもう少し大きくなったら自分
の好きなことや仕事をしたい」、「早く子育てを一段落させたい」、「早く子どもが成人して自立し
て欲しい」、「早く子育てを終えたい」と述べている。これらの母親は、子どもが泣いたり、言う
ことを聞かず怒ったり突き放したり、しつけに悩んでいたり、子どもや自分の体調がすぐれない
ことなどを、辛いこととして挙げている。脱当体的主体性が必要とされる子育て生活のなかで、
子どもの主体性を育てることの大変さ、つらさを感じていると言えよう。
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4)子育て期の主体性のあり方と援助の方向性
乳幼児を育てている母親の主体性を問題とする場合、まず第一に個としての主体性と関係性に
もとづく主体性の両方を取り上げる必要がある。中年期女性のアイデンテイティについての研究
を行っている岡本は、「個としてのアイデンテイティ」と「関係性にもとづくアイデンテイティ」「こ
の両者が等しく重みをもち、両者が統合された状態が本当に成熟した大人のアイデンテイティと
いえるのではないであろうか」 13) と述べている。また武藤は、「女性に優勢と見出されたケアと責
任（この世の苦痛を緩和したいと願って行動すること）は、その本人自体が「自分」にふれなが
ら生きていかないかぎりは、アイデンテイティをむしばむ方向に作用しうる」 14) と述べ、「人との
関係のなかで、「自分というもの」を感得しつつ、両者がいかされるかたちでかかわりがもたれ相
互に成長するといった過程がアイデンテイティの形成のために男女ともに望ましい」 14) と考えて
いる。調査結果で、「今したいこと、望むこと」に、自分の生き方に関するものが全体の 60％あ
ったということは、個としての生活が成立しにくい状況を示唆しているといえよう。また乳幼児
の子育て期に、母親だけでなく父親も含めて、他者との関わりをもちつつ、「関係性にもとづくア
イデンテイティ」と「個としてのアイデンテイティ」が成長できるような生活を形成していくこ
とが、今後の課題であろう。
第2に、乳幼児の子どもを育てる生活の中で、「自由発想」と「主体選択」ができる生活の必要
性である。「自由発想」と「主体選択」を発揮する一つの機会が、悩み、葛藤する日常生活場面で
ある。子育てから逃げ出したり、終わりを待ち望むという姿勢ではなく、「自由発想」と「主体選択」
して乗り越えていくことが必要であろう。しかし、子どもと 24時間向き合う生活の中で、母親自
身がこの過程をもつことができる人もいれば、できない人もいる。その場合には、悩み、葛藤場
面における「自由発想」と「主体選択」を経験し、主体的な生き方ができるような支援が必要で
あろう。
これらのことは乳幼児期の子どもを育てる母親だけが必要としていることではなく、子どもか
ら人が育つ道筋において、経験していく必要があることであり、この過程において主体性が形成
され、主体的な生き方ができるようになると考える。そのような意味では、次世代を担う子ども
の主体性を育成していくことも子育て支援に必要な視点であろう。
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